J れ から 結婚す る 人の 心 持 

宫本 百合 子 



と 結婚しても いいと いうよう に 互の 心 持が 動いて いる 

過程に あった 人々 は、 もっと 複雑な 陰翳 を 蒙った。 い 

っ訣れ なければ ならなくなる か 分らない から、 では 一 

日 も 早く 二人の 生活 を 一緒にしよう。 そういう 風に 行 

あ. T ュこノ こ 

く 場合 も 多かった ろうと 思う。 その 遽 しさ、 幸福 を 

二人の 手の 間から とり 落すまい と、 互に 扶け 合って 時 

を 惜しむ 営みの 姿の なかには、 涙ぐまれる 眺めが ある。 

けれども そこに は、 甲斐甲斐し さも あるし、 運命 を さ 

けて まわらないで そのな かから 最上の もの をと リ、 最 

上と 思われる 生き かたの 道 をつ けて、 生き 越して 行 こ 

うとす る 若い 人々 の 努力が 汲み とられる。 
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